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要旨 

SDGs への社会的関心が高まる一方，教員の SDGs/ESD に対する理解には改善の余地がある。本稿では ESD に関す

る教員免許状更新講習の実践について報告する。本実践は伊豆市修善寺を中心に行い，野外での自然的資源に関

する体験的な学びと，学校内の ESD に関するワークショップを通じて ESD を学ぶ 2 日間の講習である。持続可能

な開発に取り組む伊豆半島ジオパークの協力を得て実施した。 

 

キーワード： 教員免許状更新講習，ESD，SDGs，伊豆半島，ジオパーク，学校と地域との連携 

 

1  はじめに 

現在，SDGs(持続可能な開発目標：Sustainable 

Development Goals 17 目標と 169 ターゲット)への社

会的関心の高まりとともに，日本国内外ともに教育に

おいては改めて ESD(持続可能な開発のための教育：

Education for Sustainbale Development)に注目が集

まっている。ESD とは，世界にある環境，貧困，人権，

平和，開発といった様々な問題に対して，自らの問題

として捉え，身近なところから取り組む（ think 

globally, act locally）ことにより，それらの課題

の解決につながる新たな価値観や行動を生み出すこと，

そしてそれによって持続可能な社会を創造していくこ

とを目指す学習や活動とされており，ESD は持続可能

な社会づくりの担い手を育む教育である１）。その後，

新学習指導要領では「持続可能な社会の創り手（つく

りて）」の表記が採用された。 

2002 年の国連総会において我が国の提案により，

2005 年から 2014 年の 10 年間は DESD(Decade for 

ESD)とすることが決議された。2015 年からは，「ESD

に関する GAP(Global Action Plan)」が開始され，日

本国内では「我が国における ESD に関する GAP実施計

画」が策定された。また，2015 年 9 月の国連総会で

は，SDGsが採択されたことも相まって，ESDもより重

要なものとなっている。国連・ユネスコは，2015 年

に’UNESCO Education 2030’を採択している（韓

国・仁川宣言）２）。 

DESD では教育振興基本計画や学習指導要領におい

て成果が見られたものの，ESD に関する情報不足や教

員の理解不足，教員に対する研修が不十分ではない点

が指摘された３）。 

これまでの ESDでは，地域の課題解決に関する取り

組みの事例が数多く報告されている。例えば，ESD 推

進フォーラムの第 1回 ESD大賞を受賞した伊豆市立天

城中学校の実践「天城学習」（総合的な学習の時間）

では，自然の豊かさと地域課題である鹿の食害を手が

かりとして，自然保護について学びつつ地域の人と協

働して獣害に取り組む活動を通じて，生徒自身の自尊

心を高めた（大塚 2011）。こうした地域での体験を

伴う学習は，大学の教員養成課程における ESD教育と

しても重要である。例えば寺本(2019)は，離島におけ

る漁業と環境，観光の関係を体験する教職課程生向け

ESD研修プログラムを実施している。 

ESD による地域学習を展開するにあたっては，地域

資源の活用の成否が鍵となる。地域の資源とは，地域

の行政，企業，住民などといった人的資源と，山や川，

動物や植物などの自然的資源とがある。地域学習とし

ての ESDを推進するにあたっては，両資源を十分に活

用した体験学習が重要といえる。 

しかし，現職教員には広域異動があることや，多忙

化解消に向けた働き方改革が進む昨今，自身の勤務校

周辺における人的資源や自然的資源について，十分な

知識や人的ネットワークを持たない教員も少なくない。

ESD の先進モデルであるユネスコスクールでも，同様

の課題を抱える学校が存在する。 

そこで本稿では，ESD についての研修を行うととも

に，地域資源の活用について具体的に体験しながら学

 実践報告
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ぶ ESD教員免許状更新講習の実践について報告する。

それに先立ち，教員免許状更新講習における ESDの扱

われ方を概観するとともに，ジオパークならびに伊豆

半島ジオパークについて紹介する。 

 

2  教員免許状更新講習における ESD 

教員免許状更新講習とは，2007 年 6 月の改正教育

職員免許法の成立により，2009 年 4 月 1 日に開始し

た教員免許更新制における教員免許状更新講習のこと

である。教員として必要な資質能力が保持されるよう，

定期的に最新の知識技能を身に付けることで，教員が

自信と誇りを持って教壇に立ち，社会の尊敬と信頼を

得ることが目的とされている４）。教員免許状に 10 年

間の有効期間が付されたことにより，これを維持する

ためには有効期間満了の直前 2 年間で 30 時間以上の

免許状更新講習の受講および修了が必要である。講習

には，予め内容の枠組みが示された必修領域，選択必

修領域(2016 年度より実施)に加え，設置機関が比較

的特色を打ち出しやすい選択領域の 3種類がある。 

2019年度(2019年 12月時点)，文部科学省に認定さ

れた（2018 年度からは法令に基づき文部科学大臣が

行う更新講習の認定に関する事務を独立行政法人教職

員支援機構が担当）免許状更新講習の選択領域講習

(全 8,709 講習)のうち，ESD というキーワードを含む

ものは 35 講習あった。そのうち，単独で 3 つ以上の

講習が認定された大学は，宮城教育大学（4 講習），

静岡大学（4 講習），愛媛大学（3 講習），琉球大学

（3講習）であった５）。 

静岡大学(2019 年度)では，静岡市立日本平動物園

を活用した「幼稚園・小学校における ESD 」（講

師：田宮縁），「教員のための ESD 実践講座 野外

編」，「同 構想編」（講師：山本隆太・梅澤収），

「同 実践編」（講師：山本隆太・梅澤収・大塚明）

が認定された。上記の講習には，ESD・国際化ふじの

くにコンソーシアム事業の一環として行われ，動物園

やジオパークといった地域に存在する資源を活用した

ESD研修という共通点がある。 

本稿ではその中でも，伊豆半島ジオパークの協力を

得て修善寺で実施された「教員のための ESD 実践講

座」野外編(2019 年 10 月 19 日)と構想編(同年 10 月

20日)の講座について報告する６）。 

なお，ここで上記 2講習のこれまでの経緯について

触れておく。2016 年度の選択講習として，山本が単

独で「地域の素材を活かした ESD実践：ジオパークの

活用方法」（伊豆修善寺総合会館）を実施したのが始

まりである。2017 年度には， 「ESD・国際化ふじの

くにコンソーシアム事業」（梅澤がプロジェクト・

リーダー）７）の一環として，「教員のための ESD 実

践講座」を西部（静岡大学浜松キャンパス）・中部

（静岡大学静岡キャンパス）とともに東部の伊豆修善

寺総合会館において，選択講習として梅澤が単独で実

施した。2018 年度は上記の 2 講習を組み合わせる形

で，「同野外編（山本・梅澤）」「同構想編（梅澤・

山本）」として東部（大仁・くぬぎ会館）で 2日間の

シリーズ講習（1 日のみの受講も可能）として実施し

た。2019 年度は，結果的に 2018 年度と同じ形で 2 日

間連続講習として東部（伊豆修善寺総合会館）で行っ

た。 

 

3  ジオパークと伊豆半島ジオパーク 

(1)ジオパークと SDGs 

世界遺産と同じくユネスコのプログラムであるジオ

パーク(Geopark)とは，国際的に見て高い地質的価値

を有する場所や景観を，自然保護，教育，持続可能な

開発を組み合わせたホリスティックな形で活用するア

プローチである。また，その地域の自然と文化のつな

がりを知ることを通じて，自然や社会の問題に関する

理解を深められる場所でもある(UNESCO 2016)。 

保護と教育と持続可能な開発を活動の 3本柱とする

ジオパークは，当然ながら SDGs にも積極的に取り組

んでいる。「SDGs に対する貢献」(UNESCO Global 

Geoparks, 2017)では，例えば，目標 4 の教育につい

て，「ユネスコ世界ジオパークは，すべての年代の地

域住民や訪問観光客に対して積極的に教育を行う。ジ

オパークは野外教室であるとともに，持続可能な開発

や持続可能な生活スタイルの支援プログラムでもあり，

文化多様性の価値を認め，平和を推進するプログラム

でもある」(p5)としている。その他，防災意識の向上

（目標 1），就労支援を通じた女性の社会進出（目標

5），ジオツーリズムによる経済発展（目標 8），地

域に対する誇りの醸成（目標 11），自然と調和した

持続可能な暮らし（目標 12），気候変動教育（目標

13），地域や国際的なネットワークの構築と活用（目

標 17） が，ジオパークが特に積極的にコミットして

いる SDGsの目標群である。 

世界には 41 か国 147 か所のユネスコ世界ジオパー

クがあり，日本国内には 9 つ存在する(2019 年 4 月時

点)。なお，ユネスコ世界ジオパークはユネスコのプ

ログラムであるが，これに準ずる国内版として日本ジ

オパークがある。2019 年 4 月時点で，日本ジオパー

クは 44 地域あり，その内の 9 つは，上述のユネスコ

世界ジオパークとしても認証されている。 

 

(2)伊豆半島ジオパークと教育 

伊豆半島ジオパークは，伊豆半島で見られる多様な

景観や温泉，文化や信仰などといった様々な事象が南

方からのプレートの移動に因むことから，それらをコ

ンセプトとした「南から来た火山の贈りもの」をテー

マに据えるジオパークである。伊豆半島内の 15 市町

で構成する伊豆半島ジオパーク推進協議会(以下，協
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議会)により運営されており，2012 年に国内レベルの

日本ジオパークとなり，2018 年に国際レベルのユネ

スコ世界ジオパークとして承認された。伊豆半島ジオ

パークの内部は，東西南北および中部の 5つに大括り

でエリア分けされており，各エリアの中にはジオサイ

トと呼ばれる見学エリアが点在している。 

教育は，保護，持続可能な開発と並んでジオパーク

の活動の 3本柱に位置付けられている。伊豆半島ジオ

パークにおける教育の取組みは，地域の自然・文化の

保全，地域を活かした産業や観光，災害に強い地域，

自然との持続可能なあり方を考え，行動できる人づく

りといった伊豆半島ジオパークの目標を踏まえ，児童

生徒の郷土愛の醸成や，災害から暮らしや生活を守る

ことための教育，地域への貢献や広い視野と長期的な

視野を育むための教育を行っている(伊豆半島ジオ

パーク推進協議会 2019)。 

ジオパークのガイドラインでは，環境教育に関する

施設を設置することが求められており，伊豆半島ジオ

パークには修善寺総合会館の「ジオリア」(GEORIA)が

ある。ジオリアは，伊豆半島ジオパークで見られる

様々な自然現象とそれと関わる人間の活動を解説した

展示を中心とした，教育機能を持つミュージアムであ

る。とりわけ学校教育と関わるものには，伊豆半島内

で見られる地学や生物，地理や防災に関する事象の展

示解説や，河川実験モデルや電子顕微鏡など各種の科

学実験ツールがある。学校の長期休みの期間には児童

生徒を対象として，ジオパーク専門員やジオガイドが

ファシリテートするジオツアーや実験教室などの教育

イベントが開催される。 

伊豆半島ジオパーク内に存在する学校に対しては，

協議会が各市町の教育委員会や校長会への定期的な説

明を行うことはもとより，野外学習に関する教材資料

の提供や出前講習の実施，野外学習での案内役である

ジオガイドの派遣，バス予算獲得の支援を行っている。 

社会教育の一環として，希望する地域住民を対象と

して協議会がジオガイドの養成を行っている。一般に

公開実施されている検定試験を合格した住民を対象と

して，座学と野外巡検を通じて養成を行い，最終的に

は実地試験を合格した者がジオガイドとして認定され

る８）。ジオガイドは各地域における持続可能な開発

のアクターとして活躍している。 

ジオガイドはジオパークの観光案内に留まらず，地

元の学校の地域学習や野外見学の支援や，地域外の学

校の修学旅行（教育旅行）のガイドもつとめており，

伊豆半島ジオパークの教育においては非常に重要な役

割を果たしている。例えば，西伊豆地区の小中高を通

じた総合的な学習では，地域学である「西豆学（さい

ずがく）」が，生徒の課題意識や関心を大切にしなが

ら，体系的に学ばれている。西豆学の体系化は，ジオ

ガイドが地域学習としてのジオパーク学習の意義を学

校側に継続的に説明し，かつ各年の実績が積み重なっ

てカリキュラムとして体系的な体裁をとるに至ったも

のである(冨川 2017)。 

近年では，協議会教育部会において，これまでの各

地区で行われたジオガイドの学習支援実績を基に，各

地区で見学できる学習内容とその学習指導要領との対

応関係の整理など，小中学校のためのジオ学習資料の

作成が進められている。 

 

(3)ESD 

日本のジオパークにおいて ESD に注目が集まったの

は，2016 年の日本ジオパーク全国大会で採択された

伊豆半島宣言における，「ジオ・エコ・ひとのつなが

りはジオパークの ESD（持続可能な開発のための教

育）の根幹であることを認識し，ユネスコが推進する

ESD をジオパーク版 ESD として展開する第一歩を踏み

出した」という記述からである。宣言を出した伊豆半

島ジオパークは，国内のジオパークの ESDに関しては

先導的な位置づけであるといえる。 

2018 年には，文部科学省日本ユネスコ国内委員会

による「平成 30 年度グローバル人材の育成に向けた

ESDの推進事業」の「ジオパークを活用した ESD-SDGs

学校教育推進モデル・教育旅行推進モデル開発事業」

に伊豆半島ジオパークが参画し，香港やインドなど海

外からの教員研修や教育旅行を受け入れる国際交流を

進めるとともに，伊豆半島ジオパーク内の各高校での

ジオパークを活用した地域活性化の取り組みを，ESD-

SDGs として評価し位置づけるといったネットワーキ

ングを進めた。高校の取組みとは，韮山高校理数科の

古環境の復元の研究，松崎高校のガイド活動，伊東商

業高校のジオの方舟やジオ茶の開発，下田高校のアカ

ウミガメの保全活動，伊豆総合高校のガイド活動やア

プリ開発，沼津商業高校のジオパンの開発が挙げられ

る。これらの自然調査から地域ブランディングまでの

幅広いジオパーク教育活動を個別のものとせず，意識

的につなげていくことで，伊豆半島全体の SDGs に貢

献しうることが確認された。 

こうした取り組みの結果，2018 年 11 月，伊豆半島

ジオパークの推進協議会教育部会は ESD 活動支援セン

ターの下，地域 ESD活動推進拠点に認定された。 

以上のように，伊豆半島ジオパークでは，そのコン

セプトからして SDGs や ESD と軸を一にしていること，

多様な景観や温泉や信仰など様々な自然的・人文的資

源が見学や体験できるよう整備されていること，それ

を案内するジオガイドといった人的資源も整備されて

いること，教育への取組みも多くまた ESD や SDGs へ

の取組みも進められていることから，これらの特性を

踏まえた教員研修を行うことで，ESD 実践講座の場と

しての適性があると判断された。 
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4  教員のための ESD 実践講座(野外編) 

(1) 講習の基本設計 

 まず野外編では，伊豆半島ジオパークのとりわけ修

善寺が位置する中伊豆エリアを舞台として，伊豆半島

の土地の成り立ちや自然環境といった自然的資源につ

いて野外でのジオサイトの見学を通じて体験的に知る

とともに，協議会やジオガイド協会といった人的資源

やジオリアといったジオパークの教育支援体制につい

て理解することを目的としている。こうした伊豆半島

ジオパークの自然的資源および人的資源について理解

を進めた上で，実際の ESDに向けて，野外で見学した

事象をまとめる座学を行うところまでが野外編である。 

 なお，実施にあたっては推進協議会に会場提供を受

けた。また，バスをチャーターするとともに，ジオガ

イドにガイドを依頼し，バスの移動中，野外見学およ

びジオリアにおいてそれぞれの解説を受けた。 

 

(2) ジオサイト・ジオリアの見学 

 ここでは当日見学したルートに沿って紹介する。な

お，以下で紹介する内容は当日のジオガイドの案内や

重点スポットの案内板の解説に基づいている。 

講習会場である修善寺総合会館をバスで出発し，ま

ず下白岩を見学した。ここでは，伊豆半島ジオパーク

のテーマのうち，「南から来た」という前半部分に着

目した観察を行った。南から来たとは，フィリピン海

プレートが南から北上して日本列島の下に沈み込んで

いるということを意味するが，その証拠の一つである

化石（レピドシクリナ：約 1100 万年前）を実際に野

外の露頭で観察した。この観察体験に基づいて，遠い

時代のはるか南に存在した温暖な南洋を想像するきっ

かけを作った。また，ここでは露頭で層序のある「地

層」が見えていることを確認した。 

 続いて，大平を訪れた。ここでは，過去の海洋のイ

メージをより具体化するため，梶山のタービダイトの

地層を見学した。先ほど下白岩で見学した地層と同じ

構造であり類似性があることを確認した上で，これは

伊豆が陸化する以前の，深海であった頃に堆積した土

砂のタービダイト層であることが説明がされた。ここ

ではこの観察とガイドを通じて，下白岩で見学したレ

ピドシクリナという海洋性の生物化石の小さなサイズ

感から，地層という広がりのある空間スケールへとイ

メージを拡張することをねらいとした。また，先の下

白岩で見た地層のイメージを契機として，両ポイント

における海洋・海底という「つながり」を意識し，過

去の海底環境に関するイメージを構築した。なお，自

然的資源の経済的な活用の事例として，地下水を利用

したビール工場の様子も合わせて見学した。 

 その後，旭滝を訪問した。これまで海底の化石や土

砂を見てきたが，旭滝では，伊豆半島ジオパークの

テーマの後半である「火山の贈り物」に視点を広げる。

旭滝の水が流れ落ちる岩肌は，よく見ると六角形をし

た岩が規則的に並んだ柱状節理である。これは，伊豆

が南洋の海底にあった頃に噴火した海底火山のマグマ

が冷え固まったものであり，その後の浸食等で露出し

たものである。この「南から来た火山の贈り物」であ

る旭滝の下にはかつて，虚無僧の寺があり，尺八本曲

『滝落』は，旭滝で作られた尺八の名曲として知られ

る。ここでは「火山の贈り物」の意味として，化石や

柱状節理のように地質的な事象を契機として，人間生

活や文化へと広がっていくことを確認した。 

 最後に，修善寺奥の院を見学した(写真 1)。ここで

は先ほどの柱状節理と似ているがより割れ方が平たい

板状節理が見られる。若き日の弘法大師が修行をした

場所で，この板状節理の岩場には多くの天魔地妖が封

じ込められたとされている。一方，自然科学的には達

磨火山の裾野にあたり，その溶岩流が冷え固まったも

のと考えられている。これは，南から来た伊豆が日本

列島と衝突し，陸化した後の出来事であり，この一連

のルートの中では一番新しいイベントである。下白岩

から旭滝までの見学対象が海底に因む事象であったの

に対し，奥の院では旭滝からの溶岩を共通概念として，

達磨火山という陸域での事象へと転移した。 

 以上の見学を通じて，中伊豆地域の自然景観の基礎

は海底で形成されたものにより成り立っていることや，

その基礎を踏まえて火山が発達して溶岩を残している

ことを理解することが目標である。そのために，わか

りやすい具体物である化石を導入として，過去の海底

の空間的なイメージを形作るためのタービダイト層や，

海底および陸上における火山噴出物である溶岩へと展

開したが，重要なことは観察で得た知を転移しやすい

よう配置した連続性，累積性である。 

 その後，ジオリアでは，映像資料や展示資料，実験

モデルを見学し，ジオガイドさんと質疑を重ねながら

野外で見学した内容を改めて確かめた。なお，協議会

やジオガイドの学校教育支援の在り方については，移

動中のバスの中で情報共有を行った。 

 

(3) ワークショップ：ジオパークと ESD 

 既述の通り，ジオパークというプログラムは持続可

能な開発を目指した全体的な地域活性化の運動であり，

写真１ フィールドワークの様子（山本撮影） 
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その取り組みを体験することを通じて，持続可能な開

発にどのように取り組めばよいのかのヒントを得ても

らえると考えている。ジオパークでの持続可能な地域

づくりの特色の一つは，自然と人間社会のバランスを

考える点にある。 

 そこで，見学のまとめとして，ジオサイトで見聞き

した事象を付箋に書き出した上で，その事象が他の事

象とどのように関連しあっているのか，またどのよう

なバランスの状態にあるのかを考えるワークショップ

を行った。 

 ワークショップではまず，ジオサイトで見聞きした

事象を付箋に書き出し整理する。事象を書いた付箋を，

ジオ（地形地質）に関するもの，エコ（動物植物）に

関するもの，ひと（歴史文化経済）に関するものとい

う，伊豆半島宣言に依拠したジオ・エコ・ひとの 3つ

に区分する（図 1）。ここで多くのケースではエコに

関する事象が少なく，改めて生態系や生物多様性に対

する視座を高めておく必要があることに気づかされる。

他方，ジオパークの見学ではジオとひとに関する事象

が必然的に多くなる。例えば，修善寺奥の院の板状節

理（ジオ）と弘法大師の修行（ひと）や，旭滝の柱状

節理（ジオ）と虚無僧の尺八（ひと）が挙げられると

ともに，これらはそれぞれ関係がある。 

これら事象同士のつながりを見つけたら，事象同士

を線で結んでいく。その際，「この事象の原因は何

か？」や「この事象が存在することで他の事象に影響

を与えていないか？」といった原因や影響を意識する

ように促すことで，線が比較的容易につなげるように

なる。こうして，大方の付箋に線がつなげることがで

きれば，そのネットワーク図が見学した地域における

事象のつながりであるといえる。 

 最後に，このつながりが変容することを考える。そ

もそも，中伊豆の場合，遠い南洋の環境や海底だった

環境から，歴史時代を経て現代に至っており，その

時々で存在する事象が異なることを図を用いながら可

視化することで，そこでのつながりも変容してきたこ

とが理解される。こうした見方を将来に向けて応用す

れば，今後，例えば少子高齢化や過疎化といったひと

に関する事象が変化することによって，それとつなが

る例えば空き家や畑が荒地になり，荒地になったとこ

ろに害獣が現れたり，土砂災害の原因になったりする

ことが考えられる。この時も，つながりを考えた時と

同様に，原因や影響を意識することで発想することが

できる。最後に，理解できたことを文章化してワーク

ショップを終える。 

以上のワークショップには，ESD の重要な視座であ

る「つながり」に気が付くことや，将来的なバランス

の「変容」を意識することといった仕掛けを含めてい

る。また，最後に，事象のつながりを教科のつながり

に置き換えることで，各教科で学習することを概観す

ることができる。ジオは地理や地学，エコは生物や化

学，ひとは国語や歴史・公民といった具合であり，そ

れらを教科横断的に結びつけることで総合的な学習の

時間が浮かび上がる。その結び付け方とは，すでに事

象同士のつながりを結び付けたそれと同じ視点である。 

 その他，配布した資料には，ESD についての文部科

学省の説明，学習指導要領における ESD に関する記述

の抜粋一覧，ESD が登場した背景とその理念，近年の

能力論（生きる力，コンピテンシー）と ESDの関係，

ESD が直面している現在の取組み上の課題，SDGs と

ESD の探究的な学び，地域と学校について，といった

ESD に関する資料に加えて，ジオパークに関する資料

や他のジオパークにおける教育の動向に関する資料を

提供した。 

 地域の専門家が学校教育を支える体制が整った伊豆

半島ジオパークを，ESD や SDGs の文脈で活用しても

らうことにより，学校と協議会の連携も進み，双方に

とってよりよい関係が構築されることが望ましい。 

 

5  教員のための ESD 実践講座(構想編) 

(1)講習の基本設計 

学校で子どもたちが，持続可能な開発（目標）に貢

献する知識・技能・価値観・態度を学び，当事者意識

をもって活動し主体的な行動変容をもたらすには，こ

れからの学校・教師はどのように内発的な取組をする

必要があるのか。これが，これからの学校教育の大き

なテーマとなっている。ESD と SDGs の観点は，今の

社会・地域及び学校が大きな歴史構造的な転換期にあ

り，そのシステム転換の必要性を当事者（教員）が認

識し，内発的にその方向で取組んでいく枠組みが求め

図１ ジオ・エコ・ひとの作図結果（同心円型） 

注)中心から外に向かってジオ・エコ・ひとの配置 
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られていることを，義務教育の歴史構造的研究をして

きた者からすると痛感する。そして，その枠組みの構

築のためには，ESD の改革力（潜在可能性）と大学の

役割（大学のあり方を問い大学の組織改革を伴うこと

が必須）を活かすことであると考える９）。 

しかし，ユネスコの提唱等にも関わらず，現状では

学校現場レベルでは，ユネスコスクールをはじめとし

て積極的に取組む学校も散見されるものの，未だ点の

段階にとどまっている。ESD に対して一般論として賛

同するものの，ESD の持つ「ホリスティック（全体的，

総合的）な学校改革力（潜在可能性）」が理解されて

いないこと，またその複層的な改革力を活かして ESD

実践をどのように行うかの道筋・戦略のイメージ（枠

組み）がないために，実践の一歩を踏み出せない学校

が多いことである。ESD がそのような多様で複層的な

改革力（潜在可能性）を持つならば，教育政策（学）

は，学校現場からその改革力の具体像とそれを発揮す

る方策を提示する必要がある。 

その枠組みを提示することは，日本ユネスコ国内委

員会「メッセージ 2017」10）で示されたように，新学

習指導要領がめざす「21 世紀型学びを各学校で実現

するための理論と実践の枠組み」を ESDの観点で提供

することである。その枠組みは，今後の日本の学校・

教師の在り方を問い直し，その機能・役割等を転換し

ていくことにもなると考える。 

このように，新学習指導要領がめざす「21 世紀型

学びを各学校で実現するための理論と実践の枠組み」

を ESDの観点で提供することであり，受講者の現職教

員等が，その枠組みを理解し内発的に実践に繋げる機

会としたいと考えた。 

本講習（構想編）は，以上の考え方を基礎にして，

前日に実施された野外編とコラボレーションする形で

ESD を構想する講習である。フィールドで得た知見を

そのまま ESDとして授業実践に結びつけることは容易

ではない。そのため，ESD の実施に向けた教師個人の

これまでの学校体験・教育実践等の省察の時間を設け

グループ討論しながら，学校内での調整等も含め今後

の ESD実践に向けた構想を考えることにした。 

 

 (2)講習の内容と学習デザイン 

本構想編（選択領域）は，全免許種対応の講習とし

て秋季期間に行われ，講義の概要に「…次期学習指導

要領の考え方を概説しながら，教員は ESD実践をどの

ように行っていくのかについてみなさんとともに検討

します」と掲載した。その内容の３つ柱は，「1.ESD 

とはなにか ①国連・国際的な政策動向：SDGｓと

ESD の理解，②「新学習指導要領との関連」「2.静岡

県で ESD をどう進めるか」「3.これからの教育実践

と ESD」からなる。本講習では以上の内容を講義，

ワークシート，グループ討論で構成して「現状の学

校・教師を省察し実践につなげる」ことを企図した。

具体的に述べるならば，「①今の学校の現状と課題を

整理する（方向 A）」「②学校・教師は，新学習指導

要領に向けて学びの転換をどのように行うか（方向

B）」「③方向 A から方向 B に向けて，学校・教師は

何にどのように取組んだらよいのか」を個別ワーク

シートに書き込み，それを基にグループで意見交換し

てもらった。 

 

(3)ワークシートとグループ討論 

1 日の講習の設計は，基本的に 1 日 6 時間＝360 分

となっており，大学設置基準に基づく１（単位）時間

＝45 分の 270 分とは異なっている。①現職教員の職

務や実践の省察，②社会・学校・子どもの変化に対応

した課題や今後の方向性，③最新の研究成果に基づく

教科専門知識の学び等が，更新講習コアの部分である。 

そこで，本講習では，午前の部で「講義Ⅰ（野外の

学びから政策・改革動向理解へ）→個別ワーク①→討

論①」を，午後に「講義Ⅱ（実践的課題編）→個別

ワーク②→討論・グループ活動②，その後試験 50 分

と事後評価アンケート」で構成した。 

午前中の個別ワーク①は，「自分の学校とこれまで

の教師体験を書いてみよう」「ジオパークの体験を，

あなたの教育実践にどのように活かせるか」「ESD の

観点でホールアプローチによって学校を変えていくた

めに，厳しい現実と困難をどうしたらよいか」につい

て考えをまとめた（30 分）。その後，集団討論①

（65 分）では 4 人で班編成を行い，個別シートの内

容を発表し意見交換し感想を書き込む。午後の個別

ワーク②は，「今の学校と教師の立場から，ESD には，

どのような学校改革力や教師改革力があると考える

か」「それをふまえて，あなたは ESD を活かして今後

学校でどのような取組みを行いたいか」「それに伴う

課題や困難に対してどんな工夫をするか」について考

えをまとめた（30 分）。その後，集団討論①（55

分）では同じ班で意見交換し感想を書き込む。なお，

集団討論では，最初の顔合わせでは自己紹介を簡単に

行い，司会者の進行役と記録係による発表概要と議論

の流れを記録してもらっている。記録係による班の議

論内容は，後の個人省察の資料となるように班全員に

コピーし配布する。なお，班編成は人数が多い場合は

６～7 人もやむを得ないが，経験からすると 4 人で編

成するのが効果的である。全免許種対応であることか

ら男女比や学校種等を事前に考慮して班編成を行う。 

 

(4)構想編の今後の課題 

以上構想編の位置づけと講習概要を述べてきたが，

本講習（構想編）の成果と課題の検証には，受講生の

個別ワークシートや集団討論の記録，及び制度上のア

ンケート調査等の分析の他，独自調査を行う必要があ
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るが，今後の課題としたい。 

重要なのは，本講習の目的やねらいであり，それは，

教育政策や教育制度改革と内発的な教育実践に橋を架

けることであることをここで改めて確認したい。その

方向をさらにめざして，2020 年度には川根本町を

フィールド会場に 3日間の講習を企画している 11）。 

ユネスコ（2018）では，「全体性」「総合性」を意

味する‘ホリスティック holistic ’を用いて「機関

包括型」「組織全体の」のアプローチで教育改革を推

進することを提唱している。これまでの学校を ESDの

観点から改革していくために，具体的には，①教授・

学習方法の改革だけでなく，②教育課程経営（カリ

キュラム・マネジメント），③学級（教室）経営，④

学校・地域の連携・協働関係など，学校組織全体を包

括的に再構築していくことを提唱している 。更新講

習をそのための学びの機会として位置付けた講習であ

るが、実は「学校組織全体を包括的に再構築してい

く」ためには学校の管理職層や教育委員会がそのよう

な見識と力量を形成していくことが極めて重要な課題

なのであり、このことも今後の取組み課題として提起

したい。 

 

6 まとめ 

 本稿では，伊豆半島ジオパークの地域資源を活かす

かたちで実践した，ESD の理解を育む教員免許状更新

講習について報告した。 

 教員には，学校と地域の連携が求められる一方，多

忙化等により勤務校の位置する地域の資源について知

らないこともあるという状況を鑑み，教員に地域のこ

とを体験的に知ってもらうとともに，ESD としてまと

めていく視点や，学校における ESDの具体的な進め方

に関する講習を行った。 

 学校教育の中だけで語る ESD には地域の課題に取り

組むうえでの限界がある。一方で，地域が SDGs の目

標の下，持続可能な地域社会づくりを進めるためには，

社会の担い手としての学校教員と次世代の担い手であ

る児童生徒の参画が不可欠である。伊豆半島において

は伊豆半島ジオパークが持続可能な地域社会ひいては

持続可能な地球の実現に取り組んでおり，その仲介を

担っている。 

 本実践は伊豆半島ジオパークのこうした仲介機能に

着目し，こうした学校と地域を結び付ける教員研修の

可能性を示唆するものである。学校と地域が連携して

取り組むことで，SDGs と ESD は相互に補完する形で

その質を向上させると考えらえる。 つまり，ホリス

ティックな視点で学校と教師を改革していくことであ

る。現職教員と教員養成を担う大学がそうした地域の

アクターと連携・協力してそのための学びを行う重要

な機会と位置づけ，講習内容・方法を改善し続けてい

くことが求められる。 

 課題としては，受講生が少ないという問題がある。

現状ではジオガイドによるフィールドワークとして

30人程度が適正だと考えられるが，ICT の活用などに

よる定員拡大については検討の余地がある。また，い

わゆる過疎地として地域社会の構造的な問題について

は正面から取り上げることはできなかったが，こうし

た点についても取り上げる必要がある。 

 

付記 

 分担は、２と３は山本、４は梅澤が担当し、１と５

は共同で担当した。 

 

注 

１）文部科学省国際統括官付 WEBサイト 

(https://www.mext.go.jp/unesco/004/1339970.htm 

閲覧日 2019 年 12 月 19 日)。なお，2008 年版学習指

導要領には「持続可能な社会の担い手（にないて）が

使用されたが，その後 2017 年版新学習指導要領・前

文と総則において「持続可能な社会の創り手（つくり

て）」の表現が 1か所ずつ採用されている。 

２）UNESCO 2015 は，「教育を通じて生活を変えるこ

と」「教育が開発(development)のための主要な原動

力」で「他の SDGs 達成に重要」であるから，「１つ

の新しい教育アジェンダ」=「誰も取残さない，ホリ

スティックで，スケールの大きい，意欲的な」

（holistic,ambitious and aspirational,leaving no 

one behind）という教育課題」に危機感を持って取組

むとしている。 

３）平成 26 年度ユネスコスクールアンケートによる

と，ESD の普及が進まない理由として，教職員の ESD

に関する理解が不十分と回答したユネスコスクールは

75%，ESD の概念がわかりにくいとしたのは約 50％で

あった(日本ユネスコ国内委員会 2015, p10)。 

４）文部科学省教員免許更新制ウェブサイト 

(https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/ 

閲覧日 2019年 12月 19日) 

５）中部地方に限定すると，ESD というキーワードを

含む選択領域講習で認定を受けた機関は静岡大学（4

講習）を除けば，金沢大学（１講習），愛知教育大学

（１講習），名古屋市教育委員会（1 講習）であった。 

６）「教員のための ESD実践講座 実践編」（講師：

山本隆太・梅澤収・大塚明）は最少開講人数に達しな

かったため認定されていたものの不開催となった。 

７）本コンソーシアム事業は，文部科学省ユネスコ活

動費補助金事業（グローバル人材の育成に向けた ESD

の推進事業）に採択された 3 年間の事業である。

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム事業（静岡大

学主幹）の 3 年間の活動に関する報告書は，2016 年

度（2017 年刊）4 冊，2017 年度（2018 年刊）3 冊，

2018 年度（2019 年刊）4 冊ある。特に (2019-d)『コ
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ンソーシアム事業（2016-2018）評価会会議録』は 3

年間の事業総括である。 

８）伊豆半島ジオパークガイド養成に関する研究には

村越ほか(2012)がある。 

９）ここで静岡大学の教員免許状更新講習の歴史に触

れたい。2008年度文部科学省補助金事業「更新講習

の試行実施事業」を行うにあたり 2008年 3月「静岡

県教員免許（状）更新講習シンポジウム」（県教育会

館）を文部科学省教職員課長（大木高仁元課長）や常

葉大学・県立大学等の県内大学関係者等の参加を得て

静岡大学が主催した。そこで「静岡県の教員免許(状) 

更新講習の基本設計の提案」（梅澤は企画担当責任

者）を行いシンポジウム形式の意見交換がなされた。

静岡大学は国立教員養成大学・学部（日本教育大学協

会：本部は東京学芸大学）の中で本制度の方向性を

リードした存在であり，東京学芸大学と教育大学協会

の合同プロジェクトに実施委員長（梅澤）として参加

した（東京学芸大学 2010）。教員免許更新制に関す

る当時の課題意識及び複雑な問題状況を，報告書の

「活動経過」の以下の記述から伺うことができる。 

 “本プロジェクトの初発のスタンスは，…更新講習

について，…実施上の成果と課題を調査することに

よって，更新講習の改善策を提起することであった。

…この課題意識は，日本の教員養成・教員免許システ

ムの中に，今後どのように教員免許状更新制度を位置

づけていくのか，その在り方を考えることでもあった。

…これは，より広い視野から見れば，グローバル化対

応の日本の大学改革が進行している中で，国立大学法

人化後の第Ⅱ期以降の教員養成系大学学部が，どのよ

うな組織改革及びカリキュラム改革を行っていくのか

を考える視点でもあった。 

しかし，09年 9月に民主党・社会民主党・国民新

党（民・社・国）連立政権が誕生し，２・３年の内に

以上の部面に関わって「大きな政策転換の可能性」が

生じた。「大きな政策転」換の可能性」とは，「６年

制教員養成構想の下で，教員免許更新制度の廃止を含

めた検討を行う 」という基本方向である。本調査研

究の外部要因が大きく変わった 10月段階で，…外部

要因の大きな変化である民主党連立政権の政策動向

（3月上旬まで）を注視し検討するとした。“ 

報告書の以上の記述は，2010 年頃の免許更新制の

問題状況を的確に理解するのに役立つが，2020年の

現在の免許更新制を歴史的に検証し，今後の方向性を

提起していく課題が残されている。 

10）メッセージ 2017は，「持続可能な社会の担い手

を創る教育である ESDが，新学習指導要領全体におい

て基盤となる理念として組み込まれた」とした。そし

て，ESDの実践で取組まれてきた学習内容や方法は，

新学習指導要領等に示された「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善という改訂の方向性に

も資するものであり，地域や外部機関，世界と連携し

て学際的かつ体系的に構築する ESDの編成プロセスは，

「カリキュラム・マネジメント」の具体的な実践にも

つながると指摘している。 

11）「教員と考える過疎地の持続可能な”未来のコ

ミュニティと教育”づくり（仮題）」とする 3日間の

連続講座であるが，日本一美しい村連合・SLとトー

マス号・川根茶・美しい星の見える天文台を特徴とす

る川根本町において，「エコパーク/人口減・過疎問

題/教育改革を考える」講座（2泊 3日）を川根本町

とタイアップして行う。「自然・地理及び産業・施設

等のフィールドワーク」「川根本町の現状と課題を知

り，議論する」「持続可能な地域・学校づくりを知り

議論する」で講習を構成する。 
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